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潜水調査船「しんかい2000」によるトゲエビ分布密度の推定

松 澤 誠二 ゛I ・橋 本惇゛1

1985年５月に。扣橈海丘に多く生息することが知られているトゲエビ

( Glyphotrengon ｊｌａｊＸａａｌｄｓ) の分布密度推定を目的として潜水調査船 １しんか

い2000 亅 による潜航詞査を実施した。

その結果，ト ゲエピは相換商丘頚部の平担地lと少なく，斜而部の地形的 変化の比

鮫的 大きい場ii に多く生息する顔向を示した。 平均分布密度は0,39 個 体ym2 と推定

されたが， 水深5( 匐ｍ～520 m の海丘北側斜面ではJ.40 個体/m2 と高い恊であった。

また，ト ゲヱビは底叭流の局所的かつ短時間的変化の指標として 注目 された。

A  Population  Density Estimation  of a Shrimp,

Glyphocrangon  hastacauda, by the Deep  Sea Research

Submersible  Vehicle "SHENKAI2000"

Seiji Matsuzawa*2  and Jun Hashimoto*3

It is known  chat Glyphocrangon  hastacauda  inhabits the Sagami  knoll.

A  deep  sea survey by  a research submersible, "SHINKAl  2000",  was  carried

out  in May  1985,  to estimate the population  density ofG.  hastacauda  in the

area

There  is a tendency  for G. hastacauda  to inhabit comparatively  accident-

ed  slopes in great numbers  and to be scarse on flat top of  knoll. An  average

population  density  of  0.39  individuals/m2 was  estimated  from  the  totaJ

number  of G. hastacauda  counted  in videotapes  and from  the lota) observed

area. In  the northern  siope area, an  especially high  population  density of

1.40 individuals/m2  was  calculated. Attention  was  paid to G. hastacauda

because  this species is an indicator of local and  short-term changes  in bottom

current  direction.

1， はじめに

深海 域におけ る唯物,關食研究のｌつの１法とし

て 光学隨器の利用は付効であり， 従米のトロ ール

やトレ ーフジを川いた調査データに比べて詳細な分
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布 状況 の把握 およ び定 量 化に 適 して い ると 言 わ れ

て いる？･2 ）海洋 科学 技術 セ ンターで は 曳航 式 深 海

カ ラーＴ Ｖ シ ステ ムを 閧 発 し， 海底 探 衣． 潜水 調

査 船「 しん かい2000 」潜航 予定海域の4 師i鯛査 お

よ び深海 生物 調 査等に 活用 して い る．

曳航 式深海 カ ラーＴ Ｖ シ ステ ムを 深 海生物 調 査

に 使用 する場 合． 撮影 範囲 が極 端に 制限 され る た

め 曳航体 の接近 に起因 する観 察 対象 生物 の逃 避 行

動等 は必 ず しも反 映 されて いな い． そこ で， より

広範 囲の 調査 を可 能 とす る ためには 潜水 調査 船を

使用 し た目視 によ る対 象生 物 の観察 が必 要で あり．

曳航 式深 海 カ ラーＴ Ｖ シ ステ ムおよ び搬 水調 査船

によ って 得 られ たデ ー タを 相互 に擂 完す るこ とに

よ って 高精度 の調 査が 可能 とな るこ とを 碓認 す る

ために， 今回は 相襖 湾以 南 に生 息す るこ とが 知 ら

れて い る小型 エピ類 の トゲ ＝ｉ,ビ(Glyphocrangon

}ｌａｓｔａｃａｕｄａ ）につ いて 「 しん かい2000 」で 潜航

調在 し，相 模海 丘に おけ る 分布密 度 の推定 を 行う

図 １　 洲在 海域図

Location of study area （Ｄｅｐthｓ in ｍｅt４ｒｓ）
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ととも|こ生息状況の観察を実施した。

2. 方　 法

1985 年５月27 日。 神奈川県茅ヶ崎沖約20kl の相

校洵丘において「しんかい2000 」による潜航 調在

を実施 した。 相 模 海li は 図 １に示 したように東

西２つの頂 都に 分れている。 今回の潜航は東餬li

部水深450  m から560 m の海域1こおいて予め 設定

した測線を航走した。Ｔ Ｖ画像は潜水調査船装備

の船外カラーＴ Ｖカメラを真下に向けて録画し，

この カメラが海底から約1.1m の高度を保つ よう

化:約0.6 ノットで航走した。また， ス テレ オカメ

ラで廼宜撮影を行った。 潜航調査後，ステレ オ写

真によるトゲエ ビの 確認と潜水調査船の海底から

の高陵 チｘ ･ｙ クを実施するとともに. ＶＣＲ画像か

らトゲエピの 個体数を計数した。調査而積はカ ラ

ーＴＶカメラの両角，潜水調査船の 晦底からの平

均 高度および トランスポンダ航法によ る｜:5000



１ ９

航跡図から算出した。なお。トゲエビは体色等に

特徴があり曳航式深海カラーＴＶシステムによる

ＶＣＲ 画像からも容易に判別がっくため。 本潜航

海域の事前調介の結果も併せて使川した。

曳航式深海カラーＴＶシステムによる潜航予定

海峨の事前凋査は，1985年５月７日および12日に

実施した。支榎母船「なつしま」に設置した船上

モニターで観察しながら曳航体が海底から高度15

m を保つようにウィンチ操作を行い，約１ノット

で曳航した。曳航体の位置はトランスボンダによ

って船上のプロッタに記録し，船位測定にはロラ

ンＣを使用した。ＴＶ画像を船上で録画するとと

もに，適宜スティルカメラによる撮影を行った。

トゲエピの計数法および調在面積の算出法は，潜

水調査船による調査と同様とした。

トゲエビの廊底での生息特性を調べるため潜航

鯛査中に船外カラーＴＶ撮影範囲外の生息状況に

留意し目視観察するとともに，ＴＶやスティルカ

メラによる画像記録を行った。

3. 結　 果

潜水調査船および曳航式深海カラーＴｖ システ

ムによる相模海 丘の航跡 を図2R 二示 す。 調査対

象海域の水深は460m ～560m であった。

トゲエビは海ａ Ｒ:接した状態で観察され（写真

ｌ） 潜水 調査船や曳航 体 が接近 しても 反応を示

すことは希であったが，ｌｍ以内 化:近づいた時 に

10c・程 度跳躍し逃避行動を示す個 体も観察された。

概 して 光|と対す る反応は鈍い傾向が見られた。

潜水調査船および曳航式深海カ ラーＴｖ システ

ムによって 録画された海底の総而積は5098.1m2 ，

その間 に観察されたトゲエピは1997 個体であった。

各洳』線ご との分布状 況を図３および表１に示 す。

測線 Ｒｖ－１および Ｒｖ－２は水深460m から480

圜 ２　 し んか い2000 および 曳航式 深海 カ ラ ーＴＶ シ ステ ムの航 跡

Track lines of 'ISHINKA1 2000 ａ̈ｎｄ“Deep･t ｏｗｅｄ TV syst ｅｍ‘'
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図 ３　 相模 海丘 にお け るト ゲエピの 生息 分布状 況

Distribution ｏｆ the shrimp 。

Ｇり･phocrangon  hastecauda related t ｏ

the cross section ｏｆ Ｓ８ｇａｍｉ Knoll.

ｍの 北 西 斜面 で あ り ， 測鉛RV-  3 は水 深490  m

～520  m の北斜 而で あ っ た。 トゲエ ピの 平 均分布

鐵度 は，測線 ＲＶ－ １ ， RV-  2 がそれぞ れ0.46 個

体/m2 ，0.29 個体/ml で あ る の|て対 し, 測線ＲＶ－

３で は1.40 個体ym2 と高 い値 を示 した。

ま た。 曳航 式深 海カ ラーＴ Ｖ システ ム調査 によ る

平均分 布密度 は， 測線 ＤＴ－ 1 お よびDT-2 で そ

れぞれ0.31 個体/m2.0.29 個体/m2 で あった。 測

線RV-  3の平 均分 布密 度は 他の 測線の4.8 倍（対

RV-  2 お よびDT-  1 ) か ら3.0 餡 （対 ＲＶ－ １）

に 相 肖し，他 所 と比較 して 宙に 生息 して い る状 況

が明 ら かに な った。

ト ゲエビ の生息特1･l:として 頭 の向 き（以 降ヘ デ

ィングと称 す）に 着［l し, VCR 画像 から諦 川した。

潜 水馴j‘i船 の平均 速度 が測 線によ-1 て 異な るため，

測線 ＲＶ一一 １， 觝lj線 ＲＶ－２および ＲＶ一一 3の画像記

録をそれぞれ ５分， ４分25 秒および ５分間ごとに

区分し，トゲエピのヘディ ングを16 方位法によっ

て襲計した。 その結果を図 ４に示す。

測線RV-  1 における観測ではヘディングが西

から東南東に徐々に移行しており，測線ＲＶ－ ２

における観測ではヘディングが西南西から南西の

範囲に集中している。 また側線RV-  3 に おける

観側ではヘデ･f ングが西雨西から西北西の範囲を

指しており，中で も西南西に集中して いた。この

測線 ＲＶ－３では， 西南西を指していたヘ ディン

グが約 ２分間の航走範囲内で一斉に西北西に向 き

を変えている。

各測線の分布からも明 らかなように，トゲエビ

のヘディングは各区 分で 卓越した指向性を 示して

いた。

4. 考　 察

調轟対象地点とした相模海 丘については，深海

性化物のサンプ リング調 査によって比較的生物相

の豊富なことが知ら れている。今回の潜水調査船

「しんかい2000 」の潜航調査および曳航式深梅 カ

ラーＴＶシステ ムによ る相 模海丘東側頂部周辺 に

おける生物調査の結果， トゲ エビの平均分布密度

は0.39 個休/m2 と推定されたが,1973 年に同海 丘

を対象とした深海カメラによる調査結果（Ｈｏrik・shi

&Ohta,  1975) で はトゲ エビの平均分 命密 度は

0.14 個体/m2 であった。時間的・空間的なバイオ

マスの変助を 考慮し ても，この凋査結果に比較して

今川の棚模海11 における嘔均分布密度は高い値を示



図 ４　 柵 模 海 １ に お け る ト ゲ エ ピ の ヘ デ ィ ング 分 布 図

Ｔｈｅ ｏｌ･ｉｅｎtａtion of the shrimp. Ghphocrangon /･ αぶ1αａxx4,1,7（ Ｓａｇａｍｉ

Knoll.  May 27.1985 ）

してい る。

トゲエ ビの 分 布!jlと 水深の関係を図 ３から見

ると，水深500 m 以 浅の平坦iiには 少なく，500

ma 深の廊!1 斜面に多いことがわかる。特に證】線

Ｒｖ･･ 3の調査結米で はｆ 均分布密度が1.40 個体

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 ０９８６｝

/m2 であり．この水深約500nl ～530m の緩や か

な斜面に高密度に生息していることを示している．

また，駿河湾の 水深2830m 以浅の海峨において

同 じく深海カメラを川いた人型表在性底生生物の

調査(Ohla.  1983  )によると．トゲエビは水

SI



深380m ～975 m の 範囲 に生 息してい ることが

確認され，その分布密度は各調査地点によって異

な るが，0.002 ～0.022 個体/m2 と報告されている。

この駿河渮の調査結果と比較して，相模洵丘の分

布は高密度であり，トゲエヒ'の地理的分布牲性を

示 すものとして興味のある竝である。

次にトゲエピの生息特性として，泥質の海底で

卓越したヘディングの指向性が観察されたが。 深

海 カメ ラによる調査においても。 トゲエビのヘデ

ィングの指向性が指摘されている。Horikoshi  &

Ohta3' は 相模海丘調査の際，あ る測線上で観 察

された トゲエビの ヘディン グが23 分間に 南から

北に急変した事例と。過 去に同廊域において実施

された深晦流測定で短時問に流向の急変が観側さ

れた報告に基づ き，トゲエビのヘ ディングは底屈

流に関係があり流れの上に頭を向 けて いたと述べ

ている。Oht ａ(1983)4' は駿河 湾で観察さ れた

トゲエピのヘディングの指向性を底 屑流のインディ

ケータとしている。

今回の潜航調 査結果においても， 図 ４に示 し

たようにヘディングgこ明らかな指向性が見られる。

この巾で測線RV-3 の観測では企体的にはヘディ

ングは南西寄りを示していたが, 計測開始 後15分か

ら20 分間を見ると西南西と西北西の２つの ピ ーク

があることがわかる。 これは，西南西を指して い

たヘディングが計測開始後18 分以降約2 分間にわた

り西北西に急変したものであり。 その 後は再び 西

南西にヘディングを変え たものである。 また， 急

瀲なヘディングの変 化を示す地点の前後ではトゲ

エビの分布密皮に約1.5 倍の差畧が生じて いた。

この原囚が流れ等の 生息環境によ るものか，ある

いは 水深の変化によるためのものかは。今後，底

川流の洳】定等を行うことによって明らかになるで

あろう。

以上のように，梅底に生息するトゲエピはある

規則性に従 い頭を同一-･方向に向けて 分布して いる

ことは，各調在結 果に示された通りであ る。 そし

て，底層流の局所的かつ短時間的変化の指標とし

てトゲエビのヘディングの指向性は注目で きる。

5. お わり に

深 海性 生物 の分 布密 度研 究の 手法 と して 光 学機

器の 利用 は， トロ ー ルおよ びド レ フジに よ るサ ン

プ リ ング調在|こ此 較 して 定 卅化 に適 して い るこ と

は 前述 の通 りであ る． 光学 機器dこお いて も ステ ４

ルカ メ ラによ る観 測が点 の調査で あ るの に対 し．

Ｔ Ｖ カメ ラに よ る観漲I』は連 続的 な調 査が 可能で あ

る ため，底 生 生物 の詳 細 な 分布 状態 を知 る ために

は 後 者が より適 して い る． しか し，Ｔ Ｖ カメ ラの

解 像度 は ステ ィルカメ ラに 比べ て 低い ため.  TV

カメ ラの 画像の み から は種 の査定 が困 難 なこ とも

あ る． 潜水 調在 船で は 両者 を装 備 して い ると と も

|こ． 観 察窓 から カ メ ラ等の搬 影 範1朏外 の状 況をEI

視観 察で き る ため． 地形 地質 の 変化お よび 生物 の

行 動を 含め た高耕度 で 効 率的 な調 査が 可能 と考 え

る．
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写真ｌ　 相模海丘のトゲエピ

Ｔｈｅ shrimps. Ｇ心,μ びera jig<のijlaM 卯ｓ面（Sagami knoll)
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